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［完了評 価 ］  

課題名  多孔質資材を利用した畜産排水の低コスト蒸発散処理に関する研究（令和 2～5 年度） 

【課題の概要】 

  本県は、豚産出額は全国第 6 位であり、約 55 万頭が飼育されている。そのうち約半数の養豚経営 

は霞ヶ浦流域に所在しているが、同流域内は「茨城県霞ケ浦水質保全条例」により、厳しい河川排水 

基準が定められていることから、公共水域への放流が困難な状況である。このため、流域内の養豚経 

営では、液状物は自己農地利用や蒸発散処理が主な処理方法とされているが、農地への過剰施肥や地 

下浸透による環境負荷も懸念されている。本研究では、県内で安定的に供給可能な多孔質資材を活用 

し、低コストで設置と維持管理ができる蒸発散処理技術の開発を目的として実施した。 

その結果、多孔質資材を用いることで、ゼオライト等と比較し優位に高い蒸発散率となった。また、 

ビニールハウス内で蒸発散処理を行うことで年間を通じて効率的に蒸発散できる可能性が示唆され 

た。 

 

【評価結果】（評価委員数 ４名） 

  ○各項目 の評価 （各 評価委員 の平 均点）  

研 究 目 標 の 達 成

度 ・ 副 次 的 効 果  

成 果 の 意 義 ・  

波 及 効 果  

成 果 の 普 及  

 

合計点 

 

3.3 3.8 3.8 10.9 

 

  ○総合評価   ３：適当 

    （１：不良 ２：やや不良 ３：適当 ４：良 ５：優良） 

 

【委員の意見・助言と対応策】  

評 価 項 目  意 見 ・ 助 言  

研 究 目 標 の 達

成 度 ・ 副 次 的

効果 

安価な蒸発散処理用施設及び資材の普及に繋げられるデータが得られ、期待した研究

成果を得られている。 

 

成 果 の 活 用

・普 及 等 へ の

波 及 の 可 能

性  

研究成果の養豚現場での活用は十分可能であり、コスト的にも普及の可能性は高い。

ただし、設置面積当たりの処理頭数がさほど多くないため、一部普及の障害になる可

能性がある。 

残 さ れ た 問

題 点 の 解 決

方 策 に つ い

て  

畜産業を持続可能なものにするためにも、農家に応じた施設設計、コスト試算、管理

方法等対応いただき、経済面・環境面での効果があがることを期待する。 

総 合 評 価  

 

 

 

 

 

 

意 見 ・ 助 言  対 応 策  

汚水処理問題は常に課題になっているの

で、汚水吸着後の資材の活用も含め、実

装していただきたい。 

本研究の成果については、農林事務所等と

の連携のもと、飼養規模等農家の状況に応

じて施設設計や吸着資材を選択し、適切に

支援してまいります。 

 

 

 


